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私たちの
公共施設
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本
市
に
は
、市
庁
舎
、公
民
館
、体
育
館
な
ど
１
１
２
施
設
１
６
４
棟
、総
延

床
面
積
約
８
万
９
８
７
１
平
方
メ
ー
ト
ル
の「
建
築
物
系
公
共
施
設
」と
、道

路
、橋
り
ょ
う
、上
水
道
、下
水
道
の「
イ
ン
フ
ラ
系
公
共
施
設
」が
あ
り
ま
す
。

今
後
、施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
建
物
改
修
や
更
新
の
た
め
の
費
用
の
増
大
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、本
市
で
は
今
年
３
月
に
、中
長
期
的

な
視
点
で
公
共
施
設
の
適
切
な
規
模
や
あ
り
方
を
考
え
、最
適
な
配
置
実
現

の
た
め
、「
那
須
烏
山
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、同
計
画
に
基
づ
き
、本
市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
等
の
現
状
や

課
題
、適
正
な
管
理
な
ど
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

那
須
烏
山
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
が
ス
タ
ー
ト

　

わ
が
国
で
は
、戦
後
の
高
度
経
済
成
長
と
急

激
な
人
口
増
加
を
背
景
と
し
て
、公
共
施
設
の

建
設
な
ど
が
全
国
各
地
で
増
加
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、昨
今
、厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
課
題
に
加
え

て
、高
度
経
済
成
長
期
に
整
備
さ
れ
て
き
た
公

共
施
設
等
の
耐
震
性
や
設
備
の
老
朽
化
対
策
が

全
国
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
共
通
の
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、国
で
は
、国
土
交
通
省
が
平
成
25

年
11
月
に「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」を

策
定
し
、老
朽
化
対
策
へ
の
取
り
組
み
を
始
め

る
と
と
も
に
、総
務
省
が
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
、平
成
26
年
４
月
に「
公
共
施
設
等
の
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
管
理
の
推
進
に
つ
い
て
」を

通
知
し
、総
合
的
・
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
公
共

施
設
等
の
管
理
を
推
進
す
る
た
め
の
計
画（
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
）の
策
定
を
要
請
し
ま
し
た
。 　

本
市
で
も
、市
庁
舎
、学
校
、生
涯
学
習
施
設

な
ど
多
く
の
公
共
施
設
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し

た
。そ
の
多
く
は
、昭
和
40
年
～
50
年
代
に
か

け
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、未
耐
震
、老
朽
な
ど

が
著
し
い
現
状
で
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、本
市
で
は
、公
共

施
設
の
適
切
な
規
模
と
あ
り
方
を
検
討
し
、公

共
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
な
く
、次
世

代
に
過
大
な
負
担
を
残
さ
な
い
費
用
対
効
果
の

高
い
行
財
政
運
営
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

「
那
須
烏
山
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、平
成
29
～
68
年
度
ま
で
の
40

年
間
と
し
、社
会
情
勢
な
ど
の
変
化
を
踏
ま
え

な
が
ら
10
年
毎
に
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、対
象
と
な
る
施
設
は
、建
築
物
系
公
共

施
設
と
呼
ば
れ
る「
建
物
」、イ
ン
フ
ラ
系
公
共

施
設
と
呼
ば
れ
る「
道
路
」、「
橋
り
ょ
う
」、「
上

水
道
」、「
下
水
道
」で
す
。た
だ
し
、土
地
お
よ

び
動
産
、金
融
資
産
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。（
図

表
１
）

図表１：計画の対象範囲
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公
共
施
設
等
を
取
り
巻
く

「
現
状
」と「
課
題
」

■
公
共
施
設
等
の
老
朽
化　

　

建
築
物
の

*1
更
新
の
目
安
は
築
60
年
、*2
大
規

模
修
繕
の
目
安
は
築
30
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、日
本
経
済
の
安
定
成
長
期
の
昭
和

50
年
代
前
半
を
ピ
ー
ク
に
公
共
施
設
が
集
中
的

に
整
備
さ
れ
て
き
た
た
め
、現
在
、更
新
時
期
の

築
60
年
を
経
過
し
た
公
共
施
設
は
ご
く
わ
ず
か

で
す
が
、大
規
模
修
繕
時
期
の
築
30
年
を
経
過

し
た
建
築
物
系
公
共
施
設
は
57
・
２
％
と
な
り
、

市
の
施
設
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、10
年
後
に
は
現
在
の
約
２
割
増
の
80
・

２
％
に
も
上
る
な
ど
老
朽
化
が
顕
著
に
表
れ
、

大
規
模
修
繕
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
図
表
２
）

　

イ
ン
フ
ラ
系
公
共
施
設
に
つ
い
て
、道
路
及

び
橋
り
ょ
う
は
、今
後
の
維
持
管
理
費
用
の
増

大
が
懸
念
さ
れ
、特
に
、橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は

多
額
の
修
繕
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。水
道

は
、10
年
後
に
は
耐
用
年
数
を
超
え
た
更
新
が

必
要
な
管
路
が
増
加
。
下
水
道
は
、20
年
後
に

は
更
新
が
必
要
に
な
る
管
渠
が
増
え
る
見
込
み

で
す
。（
図
表
３
）

■�

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
で

　

１
人
あ
た
り
の
維
持
管
理
費
は
増
加

　

将
来
人
口
の
推
計
を
見
る
と
、平
成
27
年
に

２
万
７
０
４
７
人
だ
っ
た
人
口
は
、平
成
72
年

の
時
点
で
１
万
５
５
３
４
人
と
な
り
、約
57
％

ま
で
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、現
状
の
公
共
施
設
を
今

後
も
維
持
し
た
場
合
、人
口
１
人
あ
た
り
の
公
共

施
設
延
床
面
積
は
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆道路（市道・農道・林道）

　・総延長：513,209m

　・面　積：2,672,652㎡

◆橋りょう（コンクリート橋・鋼橋・木橋）

　・総延長：18,170m

◆水道（上水：導水管・送水管・配水管）

　・総実延長：342,187m

◆下水道（公共・特環・農集：コンクリート管・塩ビ管）

　・38,095m
平成27年度末時点

図表２：建築物系公共施設の建築年度別延床面積

図表４：住民一人あたりの延床面積

図表３：インフラ系公共施設の現状

人口が減少し、1人あたり延床面積は増え、
サービスは向上する一方で、１人当たりの
負担する維持管理費は増えていくばかり…。

集約化・複合化・廃止の
必要性UP!!

＊1.更新：寿命を迎えた建築物を新たに建て替えること。
＊2.�大規模修繕：劣化した建築物全体の性能及び機能を現状あるいは実用上支障のない状態ま

で回復させること。

3.59㎡

（㎡）
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こ
の
場
合
、市
民
に
と
っ
て
は
、床
面
積
が
増
加

す
る
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
は
向
上
す
る
も
の
の
、１

人
あ
た
り
が
負
担
す
る
公
共
施
設
の
維
持
管
理

費
用
は
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
時
点
で
す
で
に
、本
市
の
建
築
物
系
公
共

施
設
の
人
口
１
人
あ
た
り
の
延
べ
床
面
積
は
、

全
国
市
町
村
平
均
と
比
べ
る
と
や
や
高
い
水
準

に
あ
り
ま
す
。（
図
表
４
）人
口
減
少
が
加
速
す
る

中
、建
築
物
系
公
共
施
設
を
継
続
し
て
利
用
す

る
場
合
、平
成
67
年
度
の
１
人
あ
た
り
の
延
床

面
積
は
５
・
48
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
増
加
す
る

推
計
と
な
り
ま
す
。

■�

厳
し
い
財
政
状
況
の
中　

限
り
あ
る
予
算
で�

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に

　

本
市
は
、地
方
自
治
体
が
自
主
的
に
調
達
で

き
る
財
源「
自
主
財
源
」の
割
合
が
低
く
、こ
こ

数
年
県
内
市
町
の
中
で
下
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、人
口
１
人
あ
た
り
の
歳
出
規
模
は
県
内

市
町
の
中
で
も
上
位
と
な
り
、こ
の
ま
ま
現
存

す
る
公
共
施
設
等
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、今

後
40
年
間
で
年
間
16
・
9
億
円
が
不
足
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、将
来
的
に
か
か
る
更
新
費
用
は
、

充
当
が
可
能
な
財
源
見
込
み
額
の
約
２
・
５
倍

も
の
費
用
が
必
要
と
な
り
、公
共
施
設
の
統
廃

合
に
向
け
た
取
り
組
み
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
図
表
5
・
6
）

0

10

20

30

40

50

60

70

80
（％） （万円）

30

40

50

45

35

H18

55.3

33.0 33.5

37.1

35.6

33.8

36.5

42.0 43.2

48.4

46.4

42.2

42.1

36.8 36.5

37.4 37.8
38.533.7

37.4

35.2
31.6

27.9

30.2
31.1

那須烏山市
県内市町平均

31.0
34.3

58.6

61.5

53.2
51.0

51.0

52.4 51.3
51.5

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

那須烏山市
県内市町平均

図表５：財政指標等

図表６：建築系及びインフラ系公共施設の将来更新費用の推計

①自主財源比率 ②人口１人あたりの歳出決算規模

公
共
施
設
等
の
適
正
な
管
理
に

向
け
た
４
つ
の
重
要
な
視
点

　

本
市
の
現
状
や
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
、市
庁

舎
を
は
じ
め
、老
朽
化
や
耐
震
性
な
ど
の
問
題

を
抱
え
る
多
く
の
公
共
施
設
等
の
適
正
な
維
持

管
理
や
、計
画
的
か
つ
効
率
的
な
統
合
・
再
整
備

＊�自主財源比率：市町村が自主的に収入することができる財源で、地
方税、使用料、手数料、諸収入などを指し、歳入に占める割合のこと。

＊将来更新費用：平成29〜68年度までの40年間に要する更新費用は約1,139億円。平均すると年間28.5億円かかる見込み。
＊充当可能財源：中長期財政計画による暫定値や過去5年の平均額から算出した将来充当可能な財源は年間約11.6億円。

将来更新費用
28.5億円/年

充当可能財源
11.6億円/年

年間の不足額
16.9億円/年

＊�人口1人あたりの歳出決算規模：各年度の普通会計決算額を住民基本
台帳人口で除した額のこと。�
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１
年
あ
た
り
４
・
４
億
円
が
不
足
…

ま
ず
は
延
床
面
積
10
％
以
上
削
減

考
え
よ
う
！

私
た
ち
の
公
共
施
設

　

現
在
の
公
共
施
設
等
を
そ
の
ま
ま
維
持
し

た
場
合
、人
口
減
少
に
よ
り
１
人
あ
た
り
公

共
施
設
の
延
床
面
積
が
増
え
る
た
め
、１
人

あ
た
り
の
負
担
額
が
増
加
し
ま
す
。そ
の
た

め
、現
在
の
公
共
施
設
等
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス

水
準
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
場
合
、建
築
物
系

公
共
施
設
の
延
床
面
積
の
削
減
は
避
け
て
通
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

建
築
物
系
公
共
施
設
の
将
来
の
更
新
等
費
用

は
、平
成
29
～
68
年
度
ま
で
の
40
年
間
で
１
年

あ
た
り
約
８
・
９
億
円
が
か
か
る
と
見
込
ま
れ

ま
す
。中
長
期
財
政
計
画
に
よ
る
建
築
物
系
公

共
施
設
に
か
か
る
充
当
可
能
な
財
源
見
込
み
額

は
１
年
あ
た
り
約
４
・
５
億
円
で
あ
り
、不
足
分

の
約
４
・
４
億
円
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、建
築

物
系
公
共
施
設
の
延
床
面
積
を
約
49
・
４
％
削

減
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、現
有
施

設
の
延
床
面
積
を
半
分
近
く
削
減
す
る
こ
と
は

現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、可
能
な
限
り
で
の
延
床
面
積

の
削
減
に
向
け
、目
標
値
を「
平
成
37
年
度
ま
で

に
延
床
面
積
を
10
％
以
上
削
減
」と
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、今
後
、建
築
物
系
公
共
施
設
の
供
給

量
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
施
設
、築
後
30
年
以
上
と
な
る
施

設
、点
検
・
診
断
や
劣
化
度
調
査
の
結
果
、危
険

性
が
認
め
ら
れ
た
施
設
、利
用
状
況
が
少
な
い

施
設
に
つ
い
て
市
民
の
意
向
に
配
慮
す
る
と
と

も
に
、適
正
な
評
価
を
行
い
な
が
ら
統
廃
合
や

廃
止
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
を
行
い
ま
す
。ま

た
、イ
ン
フ
ラ
系
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、都
市

生
活
の
基
盤
と
な
る
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

施
設
性
能
を
可
能
な
限
り
維
持
し
、施
設
の
長

寿
命
化
を
基
本
に
、計
画
的
な
維
持
管
理
に
努

め
ま
す
。

●�

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
総
合
政
策
課�

☎
０
２
８
７

―

83

―

１
１
１
２
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

�

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、計
画
の
本
編
と
概
要
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

視点１
まちづくりの拠点となる本庁

舎整備について優先検討します。

→市民サービス、行財政の効率化、
防災拠点など幅広い視点をもって本
庁舎整備の優先検討、検討結果を踏
まえた建築物系公共施設の統合・再
編の検討

視点３
コンパクトシティを念頭に置

いた都市再生を目指します。

→公共施設等の統合・再編、集約に
より、市街地における都市機能が集
積したコンパクトシティの実現、公
共交通や幹線道路の充実による効果
的なネットワークの形成

視点４
公共サービスの質を確保しつ

つ、公共施設等を維持管理・再
整備していくために、財政負担
の軽減と平準化に努めます。
→廃止となった公共施設の売却や賃
貸などによる収入の確保、改修・更
新費用の縮減及び平準化、維持管理
に関する積極的な民間活力の導入

視点２
次世代に継承する公共施設等

の供給量の適正化を図ります。

→既存公共施設の有効活用の検討、
コスト縮減を念頭に置いた効率的・
効果的な整備の検討、住民１人あた
りの建築物系公共施設の床延面積を
３. ０平方メートル以内に設定（中
長期的な施設総量）

に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。本
市
で

は
、重
要
な
視
点
を
左
記
の
と
お
り
に
ま
と

め
ま
し
た
。（
図
表
７
）

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。限
ら
れ
た
財
源

を
ど
う
生
か
し
て
持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
い
く
か
重
要
な

テ
ー
マ
で
す
。

　

真
に
必
要
な
公
共
施
設
に
つ
い
て
、集
約
化
、

複
合
化
、廃
止
な
ど
も
含
め
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
何
を
残
し
て
い
く
の
か
、ど
の
よ
う
に
運

営
し
て
い
く
の
か
な
ど
の
将
来
イ
メ
ー
ジ
を
共

有
し
て
い
く
た
め
に
、皆
で
議
論
を
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
今
」を
ど
う
す
る
か
知
恵
や
工
夫
を
持
っ
て

考
え
て
い
く
こ
と
が
将
来
負
担
の
軽
減
に
つ
な

が
り
、複
雑
化
・
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

対
応
で
き
る
行
財
政
運
営
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

今
後
は
、公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基

づ
き
、各
施
設
の
個
別
計
画
を
策
定
し
、施
設
カ

ル
テ
の
整
備
な
ど
公
共
施
設
の
適
正
管
理
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
予
定
で
す
。

　

国
で
は
、公
共
施
設
の
集
約
化
や
、複
合
化
、

長
寿
命
化
、他
施
設
へ
の
転
用
、除
去
事
業
等
に

つ
い
て
、「
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業

債
」と
い
う
財
政
措
置
を
設
け
て
お
り
、本
市
で

も
そ
れ
ら
の
有
利
な
財
政
措
置
を
計
画
的
に
活

用
し
な
が
ら
、公
共
施
設
の
適
正
な
配
置
等
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

急
激
な
人
口
減
少
、少
子
高
齢
社
会
の
中
で
、

ま
す
ま
す
社
会
保
障
費
な
ど
の
支
出
が
増
え
る

図表７：4つの重要な視点
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けんこうコラム③　

消費者コラム③

　皆さんは食事の時間、一口で何回噛んでいますか？
オススメの回数は、“30回”で噛んで飲み込める量が理想
の量です！30回噛むだけで、肥満・食べ過ぎや虫歯、がん
も防ぐことができます。�
　今月は、「よくかむ効果」をご紹介します。
　合言葉は…「ひ・み・こ・の・は・が・いー・ぜ 」です。
　合言葉はそれぞれの効果の頭文字をとっています。
ひ：肥満・食べ過ぎを防ぐ�� み：味覚の発達
こ：言葉の発音がはっきり��の：脳の発達　
は：歯の病気を防ぐ�� が：がんを防ぐ
い：胃腸の働きをよくする��ぜ：全身の体力向上と全力投球

かみごたえ度　低→高� ～母子保健グループ　管理栄養士より～

　毎年６月は「食育月間」、毎月19日は「食育の日」、６月
４日は「むし歯予防の日」、６月４日～10日「歯と口の健
康週間」です。
　市では、「なすからすやま歯科保健行動計画」を策定し、
市民の皆さん一人ひとりが歯と口の中の健康づくりに関
心を持って、実践することで、皆さんがいきいきと暮らせ
るまちづくりを目指しています。
　おいしく食事を食べるために、よい歯を保ちましょう。
日頃の丁寧なお口のケアはもちろんのこと、まずは「よく
かむ」ことに気を付けてみてはいかがでしょうか。

　皆さんは「クーリング・オフ」をご存知でしょうか？契
約した後、頭を冷やして（Cooling�Off）冷静に考え直す時
間を消費者に与え、一定の期間内であれば契約を解除す
ることができる特別な制度のことです。一度は耳にした
ことがあるかと思いますが、どんな時に「クーリング・オ
フ」ができるのかを再度確認して、いざという時に備えま
しょう。

※右記取引以外でも「クーリング・オフ」同様の制度が設
けられていて、契約を解除できる場合があります。詳し
くは、市消費生活センターにお問い合わせいただくか、下
記ホームページをご参照ください。

【国民生活センター「クーリング・オフって何？」】
http://www.kokusen.go.jp/mimamori/mj_volunteer/
mj-chishiki24.html※�特定継続的役務提供…エステ・語学教室・家庭教師・学習塾・パソコン教室・

結婚相手紹介サービスの継続的契約等

【クーリング・オフの仕方】
・必ずハガキなどの書面で通知する。
・�書面を出した時点から有効になるので、配達記録や簡易
書留など「出した日付」の記録が残るようにする。
・ハガキの両面コピーをとって保管しておく。

那須烏山市消費生活センター（烏山庁舎１階、商工観光課内）
【専用電話番号】0287-83-1014
【受付時間】平日9:00～12:00、13:00～16:30
※土・日曜日及び祝日は「消費者ホットライン☎188�
（局番なし）」へご相談ください。

〔かみごたえ度表〜野菜編〜〕
だいこん
（ゆで）
かぼちゃ
（ゆで）

とまと
（生）
なす

（蒸・ゆで）

グリンピース
（ゆで）

ごぼう
（ゆで）

ほうれん草
（ゆで）
もやし
（ゆで）

レタス
（生）
きゅうり
（生）

だいこん
（生）

キャベツ
（生）

セロリ
（生）
れんこん
（生）

にんじん
（生）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

【クーリング・オフができる主な取引と期間 】

取引内容 期間

訪問販売、電話勧誘販売、特定継続的役務
提供※、訪問買取 8日間

マルチ商法、内職・モニター商法 20日間

【
ハ
ガ
キ
の
書
き
方
】
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那
須
烏
山
市�

新 

武 

道 

館�

が
完
成
し
ま
し
た

　

市
が
昨
年
か
ら
大
金
に
建
設
し
て
い
た
南

那
須
、烏
山
の
両
武
道
館
を
統
合
し
た
新
し

い「
那
須
烏
山
市
武
道
館
」の
竣
工
式
が
、５

月
13
日
㈯
、同
武
道
館
で
行
わ
れ
、大
谷
範
雄

市
長
や
三
森
文
徳
県
議
、渡
辺
健
寿
市
議
会

議
長
、地
域
住
民
な
ど
関
係
者
約
３
０
０
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、大
谷
市
長
が
、「
こ
の
武
道
館

を
存
分
に
利
用
し
、２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
22
年
の
栃
木
国
体
の
代
表
選
手
と

し
て
、本
市
か
ら
輩
出
で
き
る
よ
う
に
稽
古

に
励
ん
で
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。そ
の
後
、

来
賓
の
代
表
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
、武
道
館
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、市
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
所
属
す

る
小・
中
学
生
な
ど
に
よ
る
剣
道
や
空
手
、柔

道
の
演
武
が
披
露
さ
れ
、本
番
さ
な
が
ら
の
試

合
形
式
の
演
武
や
会
場
中
に
響
き
渡
る
威
勢

の
良
い
掛
け
声
で
観
客
を
圧
倒
し
ま
し
た
。

　

新
武
道
館
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、震
災

の
影
響
に
よ
り
、南
那
須
武
道
館
が
使
用
休

止
状
態
だ
っ
た
こ
と
や
、烏
山
武
道
館
に
つ

い
て
も
老
朽
化
・
未
耐
震
化
の
問
題
が
あ
り
、

公
式
大
会
な
ど
の
開
催
も
困
難
な
状
況
に

あ
っ
た
こ
と
か
ら
建
設
を
計
画
。２
つ
の
武

道
館
を
統
合
し
た
新
武
道
館
の
整
備
を
行
う

こ
と
で
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の
市
内
武
道

関
係
者
が
日
々
の
稽
古
や
市
内
で
の
大
会
を
快

適
に
開
催
し
て
も
ら
う
こ
と
の
ほ
か
、市
民
が

集
い
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

建
物
は
、市
役
所
南
那
須
庁
舎
南
側
の
敷
地

約
４
８
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
に
建
設
さ
れ
、総

事
業
費
は
約
４
億
３
千
万
円
。県
産
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
用
い
た
木
造
２
階
建
て
で
、剣
道
・
空
手

道
場
、柔
道
場
、観
客
席
な
ど
を
設
け
、外
観
は

八
溝
山
系
の
山
並
み
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

新
武
道
館
は
、６
月
か
ら
一
般
利
用
を
開
始
。

武
道
場
と
し
て
の
利
用
の
ほ
か
、今
後
は
、運
動

靴
を
履
か
な
い
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
や
災
害
時
の
避
難
所
な
ど
と
し
て
も
活
用
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

那須烏山市武道館施設概要

●建設場所　大金240番地
●敷地面積　4820.32㎡
●建築面積　1018.97㎡
●延べ面積　992.11㎡
� （１階：871.89㎡、２階：120.22㎡）
●構造概要　木造２階建
●内　　容　�剣道・空手道場、柔道場、トイレ

（男女・多目的）、更衣室（男女）、
　　　　　　倉庫（３か所）、観覧席・会議室
●工 事 費　322,685千円
　　　　　　�（建築、電気設備、機械設備工事含む）
※森林整備加速化・林業再生基金事業費補助、森を育む
人づくり事業市町村交付金により、48,371千円が補
助されています。
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①竣工を祝いテープカットをする
代表者たち／竣工式では様々な演
武が披露されました…②宏倫剣
道・烏山剣道スポーツ少年団によ
る「木刀による武道基本技稽古法」
③気迫が伝わる日本剣道形④⑤南
那須柔道スポーツ少年団による稽
古⑥南那須空手道・白堊会空手道
スポーツ少年団、新極真会による
演武⑦本番さながらの組手演武⑧
極真空手による組手スパーリング。

１F

館内のご案内

２F

①

② ③

④

⑤

⑥

⑦⑧
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３
万
１
千
人
が
八
溝
の
そ
ば
を
堪
能

八
溝

そ
ば
街
道

第７回

　

第
７
回
八
溝
そ
ば
街
道
そ
ば
ま
つ
り
が
、

５
月
20
日
㈯
、21
㈰
の
２
日
間
に
か
け
て

大
桶
運
動
公
園
を
会
場
に
開
か
れ
、県
内

外
か
ら
訪
れ
た
３
万
１
千
人
が
八
溝
の
そ

ば
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

こ
の
そ
ば
ま
つ
り
は
、八
溝
の
そ
ば
を

全
国
に
発
信
し
、地
域
を
活
性
化
さ
せ
よ

う
と
八
溝
そ
ば
街
道
推
進
協
議
会
そ
ば
ま

つ
り
実
行
委
員
会（
棚
橋
誠
一
郎
委
員
長
）が

開
い
て
い
る
も
の
で
、毎
年
、全
国
各
地
か

ら
そ
ば
愛
好
者
が
訪
れ
る
市
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
の
一
つ
で
す
。

　

会
場
に
は
、八
溝
そ
ば
街
道
推
進
協
議

会
に
加
盟
す
る
10
店
舗
の
ほ
か
、日
光
例

幣
使
そ
ば
街
道
の
日
光
手
打
ち
そ
ば
の
会

や
鹿
沼
そ
ば
振
興
会
が
出
店
し
、人
気
を

集
め
ま
し
た
。ま
た
、ア
ユ
の
塩
焼
き
な
ど
、

ご
当
地
グ
ル
メ
約
20
店
も
ず
ら
り
と
並
び
、

来
場
者
は
様
々
な
店
舗
の
そ
ば
を
食
べ
比

べ
た
り
、ご
当
地
グ
ル
メ
を
食
べ
歩
い
た

り
す
る
な
ど
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、そ
ば
打
ち
道
具
や
直
売
所
に

よ
る
新
鮮
野
菜
の
販
売
、バ
ン
ド
演
奏
や

ダ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と

い
っ
た
様
々
な
催
し
も
行
わ
れ
、会
場
は

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
訪
れ
て
い
る
と
い
う
高
根
沢
町
の

小
川
昭
則
さ
ん
は
、「
今
年
で
５
年
目
。八

溝
の
そ
ば
ま
つ
り
は
、こ
の
時
期
の
楽
し

み
に
し
て
い
る
。一
度
に
い
ろ
ん
な
お
店

の
そ
ば
が
食
べ
ら
れ
る
の
が
魅
力
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

そ
ば
ま
つ
り

　那須烏山市、那珂川町、茂木町、
市貝町の１市３町で構成する協議
会。寒暖の差が大きい中山間地域で
栽培された香りの高い「八溝そば」
を広めるために活動しています。ま
た、そばの栽培農家や、そば店主、
製粉業者らと勉強会、試食会なども
開き、日々研究を重ねています。

八溝そば街道推進協議会って？

①

②

③

④



11  広報なすからすやま  2017.6　

第
10
回
鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り

ま
ち
な
か
を
３
０
０
匹
の
鯉
の
ぼ
り
泳
ぐ

　

県
内
５
つ
の
大
学
と
烏
山
高
校
な
ど

で
構
成
す
る
那
須
烏
山
市
ま
ち
づ
く
り

研
究
会（
福
島
二
朗
委
員
長
）に
よ
る「
第
10

回
鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り
」が
、４
月
29
日
㈯
か

ら
５
月
21
日
㈰
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、初
日
の
24
日
に
、ま
ち
な
か

鯉
の
ぼ
り
事
業
の
一
環
と
し
て
市
民
参

加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。地
域
住
民

や
烏
山
高
校
の
生
徒
か
ら
参
加
者
を
集

い
、清
水
川
せ
せ
ら
ぎ
公
園
で
鯉
の
ぼ

り
の
設
置
作
業
を
行
い
ま
し
た
。当
日

は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約
30
人
が
参

加
し
、約
２
０
０
匹
の
鯉
の
ぼ
り
を
大

空
へ
泳
が
せ
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
、期

間
中
に
は
、同
公
園
と
龍
門
の
滝
に
合

わ
せ
て
約
３
０
０
匹
の
こ
い
の
ぼ
り
が

設
置
さ
れ
、地
域
住
民
や
観
光
客
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、八
溝
そ
ば
街
道
そ
ば
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
た
２
日
間
、同
ま
つ
り
の

鯉
の
ぼ
り
イ
ベ
ン
ト
が
同
時
開
催
さ
れ
、

国
の
選
択
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る「
烏
山
和
紙
」を
使
っ
た「
和
紙
鯉

の
ぼ
り
製
作
体
験
」と
、色
付
き
和
紙
な

ど
を
使
っ
た「
和
紙
う
ち
わ
作
り
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
は
、同
研
究
会

に
所
属
す
る
学
生
や
烏
山
高
校
の
生
徒

に
指
導
を
受
け
な
が
ら
、オ
リ
ジ
ナ
ル

の
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、そ
ば
ま
つ
り
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
、同
研
究
会
が
研
究
し
た「
現

代
版
・
烏
山
線
鉄
道
唱
歌
」が
歌
え
バ

ン
バ
ン
に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
、大
勢

の
来
場
者
が
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

な
お
、イ
ベ
ン
ト
時
に
は
、同
研
究

会
の
所
属
す
る
学
生
な
ど
が
会
場
の

清
掃
美
化
活
動
な
ど
に
努
め
ま
し
た
。

上から、清水川せせらぎ公園に鯉のぼりを設置す
る子どもたち／鯉のぼりイベントで和紙鯉のぼり
を制作／会場の美化活動に努める烏山高校の生徒。

①そばを提供するスタッフ　②そば
生産者組合では「そば粉」を販売　
③そばを味わう来場者たち　④大好
評の那須烏山市産のそば粉を使った
「そばだんご」　⑤ LOOP�CHILD に
よるステージ　⑥ダンスを披露する
子どもたち　⑦烏山線鉄道唱歌を披
露する歌えバンバンの皆さん。 ⑤

⑥

⑦

和紙鯉のぼり完成！
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市
で
は
、５
月
１
日
㈪
か
ら
、本
市

に
婚
姻
届
を
提
出
し
た
夫
婦
に
、特

産
の
烏
山
和
紙
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
記
念
フ
ァ
イ
ル
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。

　

本
市
で
は
、平
成
27
年
度
か
ら
合

併
10
周
年
を
記
念
し
た
フ
ァ
イ
ル
を
手

渡
し
て
い
ま
し
た
が
、今
回
の
フ
ァ
イ
ル

は
、結
婚
す
る
２
人
を
祝
福
す
る
と
と

も
に
、特
産
の
素
材
を
用
い
る
こ
と
で

市
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
、愛
着
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
制
作
を
し
ま
し
た
。

　

フ
ァ
イ
ル
の
色
は
、白
、紫
、え
ん

じ
、ピ
ン
ク
、黄
緑
の
５
色
。烏
山
庁

舎
、南
那
須
庁
舎
の
市
民
課
で
、提
出

さ
れ
た
婚
姻
届
を
コ
ピ
ー
し
て
フ
ァ

イ
ル
に
挟
ん
で
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
こ
こ
な
す
姫
」、「
か
ら
す
ま

る
」、「
や
ま
ど
ん
」を
あ
し
ら
っ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
も
制
作
し
ま
し
た
。

こ
の
婚
姻
届
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
用
で
き

る
ほ
か
、市
民
課
窓
口
で
も
配
付
を

し
て
い
ま
す
。

　

市
民
向
け
英
会
話
教
室「
な
す
か
ら

英
語
塾
」の
平
成
29
年
度
前
期
コ
ー
ス

が
５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
英
語
塾
は
、「
市
英
語
ビ
レ
ッ
ジ

構
想
」の
一
環
で
、烏
山
の
山
あ
げ
行
事

が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
、外
国
人
観
光
客
の
増
加
が
予
想
さ

▼烏山和紙を使用したオリ
ジナル記念ファイル。

▲市のイメージキャラクターをあしらった婚姻届。

な
す
か
ら
英
語
塾
外
国
語
指
導
員
を
１
人
増
員

少
人
数
制
の
受
講
が
可
能
に

ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ま
ち
づ
く
り
団
体
支
援
事
業

平
成
28
年
度
活
動
報
告

婚姻届提出者に
烏山和紙の寿ファイル贈呈

イメキャラ婚姻届も大好評

れ
る
こ
と
か
ら
、世
界
中
で
共
用
語
と

し
て
使
わ
れ
る
英
語
に
多
く
の
市
民
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、身
に
付
け
て

も
ら
お
う
と
、平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
事
業
で
す
。

　

今
期
の
生
徒
数
は
、68
人
。
ク
ラ
ス

は
、初
級
、中
級
、上
級
の
ほ
か
、昨
年
度

か
ら
は
、観
光
ガ
イ
ド
ク
ラ
ス
も
増
設

さ
れ
、よ
り
実
践
的
な
会
話
を
学
ん
で

い
ま
す
。ま
た
、毎
週
土
曜
日
を
フ
リ
ー

ク
ラ
ス
と
し
て
受
講
生
に
向
け
て
開
放

し
、外
国
語
指
導
員
と
自
由
に
英
会
話

を
楽
し
む
ク
ラ
ス
も
設
置
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、今
年
か
ら
は
、外
国
語
指
導

員
を
１
人
増
の
２
人
体
制
に
し
、少
人

数
制
で
の
受
講
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
後
期
コ
ー
ス
か
ら
指
導
し
て
い

る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ガ
ン
さ
ん
は
、「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、受
講
者

の
英
語
を
上
達
さ
せ
た
い
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。そ
し
て
、今
期
か
ら
指
導

す
る
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ウ
ォ
ジ
ッ
ク
さ
ん

は
、「
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
楽
し

く
英
語
を
指
導
し
た
い
」と
意
気
込
ん

で
い
ま
し
た
。

スティーブンさん（左）、ジョシュアさん（右）。
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■
那
須
烏
山
市
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会（
代
表
：
大
森
正
）

那
須
烏
山
市
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

森
林
を
佳
良
な
状
態
に
整
備
し
、林
地
残
材
を
地
域
の
発
展
と
地
球
環
境
の
た

め
に
有
効
活
用
す
る
。

【
取
組
内
容
】森
林
整
備
、残
材
の
丸
太
を
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃
料
と
し
て
販
売
。

■
キ
ャ
ン
ナ
ス
烏
山（
代
表
：
横
山
孝
子
）

全
国
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ナ
ー
ス
の
会
キ
ャ
ン
ナ
ス「
キ
ャ
ン
ナ
ス
烏
山
」

看
護
や
介
護
・
子
育
て
等
で
、疲
れ
て
い
る
家
族
の
休
息
の
実
現
や
、公
的
制
度

の
活
用
に
繋
が
っ
て
い
な
い
人
を
発
掘
し
て
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

【
取
組
内
容
】通
院
同
行
、見
守
り
・
留
守
番
、家
事
援
助
な
ど
の
生
活
支
援
。

■
那
須
烏
山
市
ふ
る
さ
と
応
援
隊（
代
表
：
岡
崎
一
徳
）

那
須
烏
山
市
ふ
る
さ
と
応
援
隊
事
業

農
産
物
・
加
工
品
の
販
売
に
よ
る
小
規
模
農
家
所
得
の
向
上
及
び
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
等
に
よ
り
、観
光
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
。

【
取
組
内
容
】東
京
・
埼
玉
等
で
市
内
農
産
物
や
加
工
品
等
の
販
売

■
ク
ロ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン（
代
表
：
高
橋
誠
一
）

観
光
交
流
創
造
事
業

地
域
間
交
流
や
市
内
団
体
に
よ
る
企
画
開
催
な
ど
を
と
お
し
て
、地
域
内
に
住

む
人
の
郷
土
愛
と
観
光
客
の
地
域
へ
の
愛
着
を
育
む
と
と
も
に
社
会
参
画
意
識

を
醸
成
し
、市
民
主
体
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
寄
与
す
る
。

【
取
組
内
容
】都
市
農
村
交
流
ツ
ア
ー
、地
域
内
交

流
施
設「
ぷ
ら
っ
と
」、マ
ル
シ
ェ
の
開
催
。

■
株
式
会
社
ユ
ー
キ
ャ
ン
那
須
烏
山
支
店（
代
表
：

武
井
令
子
）

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
活
躍
で
街
を
元
気
に
！

地
域
内
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
が
積
極
的
に
社
会

参
加
し
や
す
い
仕
組
み
を
作
る
こ
と
で
、日
常
生

活
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
機
会
の
増
加
、地
域
全
体
の
健
康
増
進
に

貢
献
す
る
。

【
取
組
内
容
】情
報
発
信
サ
イ
ト
構
築
、き
ず
な
作

り
サ
ロ
ン
の
開
催
。

■
翼
の
生
え
た
虎
製
作
委
員
会（
代
表
：
冨
田
航
）

翼
の
生
え
た
虎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

星
が
綺
麗
な
場
所
で
あ
り
景
色
も
素
晴
ら
し
い

那
須
烏
山
市
を
舞
台
と
し
た
長
編
映
画
を
撮
影
・

上
映
し
、映
画
の
ロ
ケ
地
を
訪
れ
る
人
々
を
と
お

し
て
地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
。

【
取
組
内
容
】那
須
烏
山
市
を
舞
台
と
し
た
長
編

映
画
の
撮
影
・
上
映
。

■
那
須
烏
山
市
野
球
連
盟（
代
表
：
大
橋
光
一
）

那
須
烏
山
市
山
あ
げ
カ
ッ
プ
軟
式
野
球
大
会
事
業

野
球
を
と
お
し
て
、近
隣
市
町
と
の
交
流
・
連
携
を
図
り
、野
球
の
普
及
と
競
技

力
の
向
上
、選
手
の
育
成
を
実
施
。

【
取
組
内
容
】野
球
大
会
開
催（
学
童
・
一
般
）、市
内
に
住
む
小
学
生
を
対
象
に
野

球
教
室
の
開
催
、登
録
チ
ー
ム
や
審
判
員
を
対
象
と
し
た
ル
ー
ル
勉
強
会
。

■
烏
山
語
り
の
会（
代
表
：
大
喜
正
昭
）

ふ
る
里
の
民
話
を
生
か
し
て
ま
ち
づ
く
り
事
業

那
須
烏
山
市
の
民
話
を
世
代
間
交
流
・
地
域
間
交
流
を
取
り
入
れ
各
地
へ
の
発

信
に
も
力
を
入
れ
観
光
面
で
の
集
客
を
図
っ
た
。

【
取
組
内
容
】民
話
本「
那
須
烏
山
の
民
話
」を
発
刊
、発
表
会
開
催
、ふ
る
さ
と
民

芸
館
に
て
毎
月
民
話
語
り
、各
種
施
設
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
・
学
校
等
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
。

ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ま
ち
づ
く
り
団
体
支
援
事
業

木の駅プロジェクト実行委員会。クロスアクション。

キャンナス烏山。株式会社ユーキャン。

ふるさと応援隊。

野球連盟。

烏山語りの会。

翼の生えた虎製作委員会。

市
で
は
、新
た
な「
公
共
の
担
い
手
」の
育
成
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
採
択
と
な
っ
た
６
団
体
の
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、こ
の
事
業
は「
民
間
活
力
を
最
大
限
に
活
用
し
た
行
政
運
営
」

へ
の
転
換
に
向
け
て
、今
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、５
人
以
上
で
構
成
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
が
地
域
資
源
を
活
用
し
、住
み
よ
い
環
境
、活
力
あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
に
新
た
に
取
り
組
む
場
合「
ま
ち
づ
く
り
団
体
支
援
事
業
」と
し

て
、活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、市
民
の
連
帯
強
化
、地
域
振
興
を
目
的
と
す
る
地
域
振
興
基

金
の
運
用
益
を
活
用
し
、行
政
と
市
民
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
支
援
制
度
で
す
。

　

平
成
28
年
度
に
採
択
と
な
っ
た
２
団
体
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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那須烏山ジオパーク構想

認定は見送りへ

　

５
月
21
日
㈰
、千
葉
市
幕
張
メ
ッ
セ

国
際
会
議
場
で「
第
30
回
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
委
員
会
」が
開
か
れ
、日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｊ
Ｇ
Ｎ
）新
規

認
定
に
向
け
た
申
請
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、地
球・
大
地（
ジ
オ
）

と
公
園（
パ
ー
ク
）の
造
語
。
本
市
で
は
、約

１
２
０
０
万
年
前
の
地
層
か
ら「
オ
オ
ガ

ネ
ク
ジ
ラ
」の
化
石
が
発
見
さ
れ
る
な
ど

特
徴
的
な
地
形
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

昨
年
Ｊ
Ｇ
Ｎ
の
準
会
員
と
な
り
、正
会
員

入
り
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
に
は
、準
会
員
の
４
団
体
が

出
席
。
本
市
で
も
那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク

の
認
定
に
向
け
て
、那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー

ク
構
想
推
進
協
議
会
大
谷
範
雄
会
長
を

は
じ
め
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
、ジ
オ
パ
ー
ク

構
想
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
自
然
保
護
活

動
を
進
め
て
い
る
南
那
須
中
学
校
の
生

徒
や
関
係
者
な
ど
30
人
が
参
加
し
、プ
レ

ゼ
ン
に
臨
み
ま
し
た
。
12
分
間
の
発
表
で

は
、優
れ
た
地
形
、豊
富
な
文
化
的
資
産

の
ほ
か
、南
那
須
中
学
校
の
活
動
と
教
育

活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

審
査
員
か
ら
は
、「
中
学
生
の
活
動
は

素
晴
ら
し
い
」と
高
評
価
を
受
け
た
一

方
で
、「
ジ
オ
パ
ー
ク
は
持
続
可
能
性
が

重
要
で
あ
り
、続
け
て
い
け
る
の
か
」、「
実

績
が
足
り
な
い
の
で
は
」な
ど
厳
し

い
質
問
も
あ
り
、審
査
の
結
果
、那
須

烏
山
地
域
の
現
地
審
査
は
行
わ
な
い

こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
登
録
認
定
は
見
送
り
と

な
り
ま
し
た
が
、大
谷
会
長
は「
こ
れ

を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、今
後
も
取
り

組
ん
で
い
く
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
文
化
協
会（
大
森
茂
宏
会
長
）に
よ
り

烏
山
城
築
城
６
０
０
年
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
会
が
５
月
11
日
㈭
、烏
山
公
民

館
で
開
か
れ
、地
域
住
民
な
ど
約
50
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、市
文
化
振
興
課
職
員

か
ら「
築
城
６
０
０
年
を
迎
え
る
烏
山

城
～
発
掘
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
烏
山

城
の
す
が
た
～
」と
題
し
、烏
山
城
の
立

地
環
境
や
周
辺
城
館
と
の
関
連
性
、歴

史
、城
主
紹
介
な
ど
の
ほ
か
、平
成
21
～

25
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
の

成
果
報
告
、調
査
で
判
明
し
た
特
徴
や

将
来
の
事
業
展
望
な
ど
が
解
説
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
は
、平
成
30
年
に
迎
え
る
烏
山

城
築
城
６
０
０
年
に
向
け
て
様
々
な
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

５
月
４
日
㈭
、富
山
県
で
開
か
れ

た
全
国
山
・
鉾
・
屋
台
保
存
連
合
会
総

会
で
、烏
山
の
山
あ
げ
行
事
を
含
む

「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」の
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
登
録
の
認
定
書
伝
達
式

が
行
わ
れ
、構
成
す
る
33
団
体
に
認

定
書
の
レ
プ
リ
カ
と
構
成
団
体
で
あ

る
こ
と
を
示
す
文
化
庁
の
証
書
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、烏
山
山
あ
げ
保
存

会
で
は
、10
日
㈬
、同
保
存
会
の
島
崎

利
雄
会
長
と
川
勾
勇
二
副
会
長
が
大

谷
範
雄
市
長
を
訪
れ
、認
定
書
が
伝

達
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

島
崎
会
長
は
、「
と
て
も
喜
ば
し
い
一

市
文
化
協
会「
烏
山
城
築
城
６
０
０
年
」講
演
会

烏
山
山
あ
げ
保
存
会

歴
史
や
発
掘
調
査
の
成
果
を
紹
介

ユ
ネ
ス
コ
認
定
書
を
市
長
に
報
告

那須烏山ジオパーク構想
特設サイトをオープン

　ジオパーク認定に向けて、広く大
勢の人に「那須烏山ジオパーク構想」
をＰＲするため、４月に特設サイト
をオープンしました。
　サイトには、那須烏山ジオパーク
構想の特徴や主なジオサイトの見ど
ころなどの情報が満載。市ホームペ
ージから下記のバナーをクリックし
てご覧ください。

プレゼンをする中学生や
協議会メンバー。

市
長
の
も
と
に
報
告
に
訪
れ
た
島
崎

会
長（
中
央
）と
川
勾
副
会
長（
右
）。 烏山城の歴史などが解説された講演会。
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仲町・佐藤大通さん、陽亮さん

親子２代で山あげの山描き

　

市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
で
は
、５

月
20
日
㈯
、山
あ
げ
祭
で
使
わ
れ
る「
は

り
か
山
」に
絵
を
描
く「
山
描
き
体
験
ツ

ア
ー
」を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、祭
り
当
日
の
屋
台
引
き

な
ど
の
体
験
ツ
ア
ー
は
あ
り
ま
し
た
が
、

山
に
絵
を
描
い
て
も
ら
う
の
は
初
め

て
の
試
み
で
す
。同
協
議
会
事
業
推
進

リ
ー
ダ
ー
で
今
年
の
当
番
町
で
あ
る
仲

町
の
佐
藤
大
通
さ
ん
が
山
に
絵
を
描
く

責
任
者
と
い
う
こ
と
か
ら
体
験
ツ
ア
ー

を
企
画
。人
手
不
足
の
中
、様
々
な
形
で

外
部
か
ら
の
支
援
体
制
を
作
る
こ
と
も

視
野
に
入
れ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
外
か
ら
10
人
が
ツ

ア
ー
に
参
加
し
、山
あ
げ
会
館
で
山
あ

げ
の
基
礎
知
識
を
学
ん
だ
ほ
か
、山

あ
げ
烏
章
館
に
移
動
し
、山
の
中
で

も
最
も
前
景
と
な
る「
波
」の
絵
を
描

く
作
業
を
約
２
時
間
に
わ
た
り
体
験

し
ま
し
た
。
体
験
で
は
、白
、青
、群

青
の
ア
ク
リ
ル
絵
具
を
使
い
、様
々

な
波
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、は
り
か
山
に
貼

ら
れ
る
烏
山
和
紙
を
制
作
す
る
福
田

製
紙
所
の
福
田
博
子
さ
ん（
中
央
２
丁
目
）

の
姿
も
あ
り
、「
絵
を
描
く
こ
と
な
ん

て
普
段
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
、

山
あ
げ
を
知
る
た
め
に
も
良
い
機
会

に
な
っ
た
。祭
り
で
自
分
が
描
い
た

パ
ー
ツ
が
ど
う
見
え
る
の
か
楽
し
み
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

方
で
、次
の
世
代
に
し
っ
か
り
と
引

き
継
ぐ
責
務
を
感
じ
て
い
る
」と
コ

メ
ン
ト
。報
告
を
受
け
た
大
谷
市
長

は
、「
世
界
に
誇
れ
る
山
あ
げ
行
事
を

後
世
に
伝
え
る
責
任
が
あ
る
。こ
れ

　

月
次
の
加
茂
神
社
の
例
大
祭「
梵ぼ

ん
て
ん天

奉
納
」が
、５
月
21
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

五
穀
豊
穣じ

ょ
うと
雷
神
信
仰
が
有
名
な
加

茂
神
社
に
は
、「
本
社
前
に
あ
る
岩
穴
か

ら
は
、干
ば
つ
の
と
き
も
涸
れ
な
い
湧

き
水
が
あ
る
。こ
の
霊
水
を
借
り
て
雨

乞
い
す
る
と
必
ず
雨
が
降
る
」と
い
う

言
い
伝
え
が
あ
る
ほ
ど
で
、こ
の
梵
天

奉
納
も
雨
乞
い
の
行
事
の
一
つ
で
す
。

　

奉
納
に
は
、育
成
会
や
地
域
の

商
業
団
体
、農
業
団
体
が
10
団
体

が
参
加
。法は

っ
ぴ被
姿
の
参
加
者
た
ち

は
、孟も

う
そ
う宗
竹
を
根
っ
こ
ご
と
掘
り

起
こ
し
た
約
10
メ
ー
ト
ル
の
梵
天

を
担
い
で
、矢
崎
部
品
㈱
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
か
ら
約
１
・
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。そ
し

て
、神
社
の
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た
と

こ
ろ
で
梵
天
を
何
度
も
天
高
く
振

り
上
げ
た
後
、３
０
０
メ
ー
ト
ル

あ
ま
り
の
参
道
を
上
が
り
奉
納
し

ま
し
た
。

　

境
内
で
は
、「
巫み

こ女
舞
」や「
が
ら

ま
き
」が
行
わ
れ
、多
く
の
地
域
住

民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

か
ら
も
精
進
し
て
ほ
し
い
」と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

授
与
さ
れ
た
２
組
の
認
定
書
の
レ

プ
リ
カ
は
、山
あ
げ
会
館
と
市
長
室

に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

山
あ
げ
祭
の
準
備
を
体
験

月
次
・
加
茂
神
社

五
穀
豊
穣
願
い
梵ぼ

ん

て

ん天
奉
納

初
の
山
描
き
ツ
ア
ー

山
に「
波
」の
絵
を
描
く
ツ
ア
ー
参
加
者
。

　今年の山あげ祭の当番町である仲町では、
順調に準備が進められ、４月下旬頃からは、
和紙を貼った「はりか山」に絵を描く作業が行
われています。
　仲町では、約30年前の当番町の時から、
仲町（中央２丁目）の佐藤大通さんが絵を担当。
そして、12年前の当番からは、長男の陽亮さ
んも手伝い親子２代で絵を仕上げています。
６月中旬頃まで続くこの絵描きの作業。平日
の夜間や休日を使ってほぼ毎日のように作業
が進められています。
　ふたりは、「いつか親子３代でできれば」
と声をそろえていました。

絵を描く大通さん（左）、陽亮さん（右）。

天
高
く
梵
天
を
振
り
上
げ
る
参
加
者
。
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５
月
15
日
㈪
、野
上
の
下
野
大
橋
付
近
の

那
珂
川
で
南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
と
那
須
烏
山
、那
珂
川
両
警
察
署

に
よ
る
合
同
の
救
助
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
に
は
、吉
住
一
男
消
防
長
や
塚
野
重
徳

那
須
烏
山
署
長
、和
気
安
男
那
珂
川
署
長
を

は
じ
め
消
防
隊
員
や
両
署
員
、県
消
防
防
災

航
空
隊
の
57
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、梅
雨
時
の
河
川
の
増
水
や

台
風
な
ど
の
水
害
に
よ
る
水
難
事
故
が
発
生

し
た
場
合
に
、消
防
と
警
察
が
連
携
し
て
迅

速
に
救
助
活
動
を
行
え
る
よ
う
毎
年
こ
の
時

期
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、梅
雨
前
線
の
影
響
で
栃
木
県
北

部
を
中
心
と
し
た
集
中
豪
雨
に
よ
り
河
川
水

位
が
急
速
に
上
昇
し
、中
州
に
取
り
残
さ
れ

　

市
で
は
、５
月
13
日
㈯
、公
民
館
講
座

の
一
環
と
し
て
、「
ま
ち
づ
く
り
を
楽
し

む
」を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
を
南
那

須
公
民
館
で
開
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
地
域
住
民
約
40
人
が
参
加
。

元
宇
都
宮
大
学
の
教
授
で
一
般
社
団
法

人
と
ち
ぎ
市
民
共
同
研
究
会
の
廣
瀬
隆

人
代
表
理
事
を
講
師
に
、ま
ち
づ
く
り

の
考
え
方
や
楽
し
み
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

廣
瀬
代
表
理
事
は
、「
ま
ち
づ
く
り
と

は
、み
ん
な
で
困
り
ご
と
や
悩
み
を
解

決
し
て
、住
み
心
地
の
よ
い
ま
ち
に
か

え
て
い
く
こ
と
な
の
で
は
」と
話
し
、祭

り
の
よ
う
な
地
域
の
人
た
ち
が
、出
会

い
、語
り
合
い
、ふ
れ
あ
う
場
を
つ
く
る

こ
と
や
、地
域
で
楽
し
く
暮
ら
す
た
め

に
、地
域
資
源
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
の
必
要
性
な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、参
加
者
と
の
活
発
な

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。◇

　

公
民
館
講
座
で
は
、６
月
か
ら
９
月

に
か
け
て
４
回
に
わ
た
り「
ま
ち
づ
く

り
っ
て
何
だ
ろ
う
講
座
」が
開
催
さ
れ

ま
す
。実
際
に
活
動
し
て
い
る
団
体
や

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、市
ま
ち
づ
く
り

課
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

た
男
性
４
人
を
救
出
す
る
こ
と
を
想
定
。消

防
な
ど
の
緊
急
要
請
で
出
動
し
た
消
防
・
警

察
救
助
艇
や
、消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー「
お

お
る
り
」が
要
救
助
者
を
無
事
救
出
し
ま
し

た
。ま
た
、ロ
ー
プ
を
投
げ
て
要
救
助
者
を

救
出
す
る
ス
ロ
ー
バ
ッ
ク
に
よ
る
救
出
訓
練

も
行
わ
れ
、正
し
い
知
識
や
ロ
ー
プ
の
扱
い

方
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

吉
住
消
防
長
は
、「
水
は
私
た
ち
が
生
活
す

る
上
で
と
て
も
大
切
な
も
の
だ
け
れ
ど
、危

険
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、河
川
の

増
水
や
台
風
に
は
気
を
つ
け
て
欲
し
い
。警

察
・
消
防
の
連
携
を
再
確
認
し
、実
際
に
水
難

事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
迅
速
に
救
助
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

（写真）上：消防防災ヘリコプター「おおるり」に
よる救出訓練／下：要救助者を乗せた救助艇。

消
防
と
警
察
が
合
同
水
難
救
助
訓
練

多
発
す
る
水
難
事
故
に
備
え
て

公民館講演会「まちづくりを楽しむ」

困りごとを解決して
まちづくりをしよう。

「まちづくりを楽しむ」をテーマ
に講演を行った廣瀬代表理事。
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名誉市民として様々な分野
でご活躍された馬場さん。

　

本
市
の
名
誉
市
民
で
あ
る
馬
場
信
雄

さ
ん
が
5
月
12
日
㈮
に
永
眠
さ
れ
ま
し

た
。
享
年
95
歳
。
馬
場
さ
ん
は
旧
烏
山

町
で
生
ま
れ
、現
烏
山
高
等
学
校
の
前

身
で
あ
る
県
立
烏
山
中
学
校
を
卒
業

後
、仙
台
高
等
工
業
学
校
電
気
工
学
科
、

東
北
帝
国
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
を

修
了
。
烏
山
高
等
学
校
教
諭
を
経
て
、

昭
和
36
年
に
宇
都
宮
大
学
教
授
に
就
任

し
、終
始
一
貫
技
術
教
育
の
指
導
に
あ

た
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
間
、宇
都
宮
大

学
学
芸
学
部
附
属
中
学
校
長
、同
大
学

教
育
学
部
長
等
を
歴
任
し
、昭
和
60
年

に
は
同
大
学
学
長
に
就
任
し
、同
学
長

を
6
年
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、教
育
学
部
教
育
研
究
科
修
士

課
程
の
設
置
の
ほ
か
、生
涯
学
習
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
、雑
草
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
、地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
等
の

学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
設
置
に
も
尽

力
。
さ
ら
に
、大
学
院
工
学
研
究
科
博

士
課
程
設
置
に
も
努
力
さ
れ
る
な
ど
、

数
多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。そ

の
ほ
か
栃
木
県
子
ど
も
総
合
科
学
館
展

示
等
研
究
会
委
員
長
、栃
木
県
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
理
事
、栃
木
県
文
化
振
興

事
業
団
理
事
、下
野
新
聞
社
客
員
論
説

委
員
等
で
も
幅
広
く
ご
活
躍
さ
れ
、本

市
の
み
な
ら
ず
、栃
木
県
の
教
育
、文
化
、

技
術
の
発
展
に
、永
年
に
わ
た
り
多
大

な
ご
貢
献
を
賜
り
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
を
称
え
、平
成
6
年
に
は
、

旧
烏
山
町
で「
烏
山
町
名
誉
町
民
」に

推
挙
し
、そ
の
称
号
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

合
併
後
も
那
須
烏
山
市
名
誉
市
民
と
し

て
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
ご
逝
去
に
対
し
、こ
こ
に

心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
23
日
㈰
、宇
都
宮
市
河
内
体
育

館
で
開
か
れ
た「
第
48
回
栃
木
県
実
業

団
剣
道
大
会（
県
実
業
団
剣
道
連
盟
主
催
）」

で
、田
野
倉
の
黒
須
清
さ
ん
が
今
年
新
設

さ
れ
た「
ね
ん
り
ん
の
部（
60
歳
以
上
）」で

優
勝
し
、初
代
王
者
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、市
役
所
職
員
で
小
倉
の
菊
池
義
夫
さ

ん
も「
六
段
以
上（
50
歳
以
上
）の
部
」で
準

優
勝
と
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

現
在
、２
人
は
、宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
指
導
者
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。宏
倫
剣
道
は
旧
南
那
須
町

を
剣
道
の
ま
ち
に
し
よ
う
と
創
設
し
、

今
年
で
42
年
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
団

体
。黒
須
さ
ん
は
当
時
か
ら
の
指
導
者

で
あ
り
、菊
池
さ
ん
は
そ
の
生
徒
第
一

期
生
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

今
回
、新
設
さ
れ
た
ね
ん
り
ん
の
部

で
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
黒
須
さ
ん
は
、

「
初
代
の
優
勝
者
と
し
て
名
を
残
せ
た

こ
と
は
嬉
し
い
。一
日
一
日
を
大
切
に
、

こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
稽
古
し
て
い

き
た
い
」と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、菊
池
さ
ん
は
一
昨
年
の
大
会
で

優
勝
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、「
優
勝
を

逃
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
悔
し
い
。来

年
ま
た
優
勝
を
目
指
し
て
試
合
に
臨
み

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

名
誉
市
民
・
馬
場
信
雄
さ
ん

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

栃
木
県
実
業
団
剣
道
大
会
で
優
勝
・
準
優
勝

ね
ん
り
ん
の
部
初
代
王
者
に
は
黒
須
さ
ん黒

須
さ
ん（
左
）、菊
池
さ
ん（
右
）。

　横穴墓は、古墳時代後期（約1400年前）に発生し
た墓制で、岩質の斜面や崖に横穴を掘り、玄

げんしつ

室
（埋葬室）や羨

せんどう

道（通路）などの施設を設け、死者を
埋葬しました。　
　本資料は、29号墓と呼ばれる横穴墓から出
土した須

す え き

恵器（陶質の土器）群です。特徴から、奈
良時代（８世紀前半）に制作されたものと考えら
れ、横穴墓の築造時期（７世紀代）との時期差が
あります。
　これは、横穴墓で長期間にわたり埋葬儀礼
や墓前祭祀が継続して行われていたことを示
しており、横穴墓の調査事例が少ない栃木県
内において、貴重な出土資料となっています。

市指定有形文化財（考古資料）

小
こ し と り お う け つ ぼ ぐ ん し ゅ つ ど ひ ん

志鳥横穴墓群出土品（志鳥）
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米
物
語
神
長
協
賛
会

烏
山
小
５
年
生
に
田
植
え
を
伝
授

　

５
月
８
日
㈪
、烏
山
小
学
校
５
年
生

の
児
童
88
人
が
、田
植
え
体
験
を
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、総
合
的
な
学
習
の
時
間「
米

物
語
」の一環
で
、田
植
え
を
と
お
し
て
稲

の
生
育
や
米
づ
く
り
の
大
変
さ
な
ど
を

体
験
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、毎
年
、米

物
語
神
長
協
賛
会（
大
野
英
夫
会
長
）の
指

導
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、同
会
の
会
員
で
も
あ
る
神

長
の
岡
崎
新
一
さ
ん
の
水
田
約
５
ア
ー

ル
に
児
童
の
手
に
よ
っ
て
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
苗
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。児
童
の
ほ

と
ん
ど
が
初
め
て
の
田
植
え
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、足
場
の
悪
さ
に
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
も
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら

苗
を
植
え
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

田
植
え
を
初
め
て
体
験
し
た
と
い
う

根
本
裕
隆
さ
ん（
南
一
丁
目
）は
、「
泥
だ

ら
け
に
な
っ
た
け
ど
良
い
体
験
が
で
き

た
。
秋
の
収
穫
が
楽
し
み
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

市
青
少
年
ク
ラ
ブ
と
園
児

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
に
挑
戦

　

５
月
29
日
㈪
、つ
く
し
幼
稚
園
の
年

長
、年
中
組
園
児
63
人
が
市
内
の
若

手
農
業
者
で
構
成
す
る
市
青
少
年
ク

ラ
ブ
協
議
会（
山
口
喬
亮
代
表
）の
指
導

で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
を
し
ま
し
た
。

同
協
議
会
で
は
、子
ど
も
た
ち
に
農
業

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
毎
年

畑
に
園
児
を
招
待
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、同
協
議
会
が
管
理
す
る

森
田
の
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
約

１
千
株
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。園
児

は
、協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
に
植
え
方

を
教
わ
り
な
が
ら
小
さ
な
手
で
一
生

懸
命
に
苗
植
え
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

江
川
小
４
年
生
が
水
道
施
設
を
訪
問

水
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　

江
川
小
学
校
４
年
生
の
児
童
34
人

が
、５
月
19
日
㈮
、城
東
浄
水
場
、烏
山

水
処
理
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、身
近
な
水

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

見
学
地
で
は
、各
施
設
の
機
械
設
備

を
見
て
回
っ
た
ほ
か
、市
職
員
に
よ
り

水
道
水
が
で
き
る
ま
で
の
過
程
や
、各

家
庭
ま
で
水
を
送
る
仕
組
み
、使
わ
れ

た
水
を
集
め
、再
び
き
れ
い
に
し
て
川

に
戻
す
仕
組
み
な
ど
が
説
明
さ
れ
、熱

心
に
耳
を
傾
け
メ
モ
を
取
る
児
童
の
様

子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
陽
香
里
さ
ん（
三
箇
）は
、「
初
め

て
見
学
し
て
楽
し
か
っ
た
。普
段
水
道

か
ら
飲
ん
で
い
る
水
が
で
き
る
ま
で
や
、

そ
の
あ
と
の
処
理
に
つ
い
て
興
味
が
わ

い
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

荒
川
小
２
年
生
ま
ち
探
検
で

市
役
所
の
仕
事
を
調
査

　

５
月
25
日
㈭
、荒
川
小
学
校
２
年
生

の
児
童
８
人
が
、生
活
科「
ま
ち
探
検
」

の
授
業
の
一
環
で
、市
役
所
南
那
須
庁

舎
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
探
検
で
は
、保
育
園
や
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
市
内
で
働
い
て
い
る

人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
調
査
を

し
ま
す
。児
童
は
、「
何
の
仕
事
を
し
て

い
る
か
」や「
１
日
何
人
お
客
さ
ん
が
く

る
か
」な
ど
市
職
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
て
市
役
所
の
仕
事
を
学
び
ま
し
た
。

　

大
橋
壮
さ
ん（
鴻
野
山
）と
大
谷
桃
花

さ
ん（
小
河
原
）は
、「
ど
ん
な
仕
事
を
し

て
い
る
か
分
か
っ
た
」と
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
農
業
を
体
験

食
育
の
大
切
さ
や
農
業
の
大
変
さ
学
ぶ

小
学
生
が
市
の
施
設
を
見
学

①②烏山小児童による田植え体験／③④つく
し幼稚園の園児がサツマイモの苗植えに挑戦。

上：烏山水処理センターを見学
下：まち探検で熱心にメモを取る児童たち。

①

②③

④
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那
須
烏
山
農
村
都
市
交
流
促
進
協
議
会

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
お
酒
づ
く
り
体
験

伊
勢
神
宮
へ
の
献
穀
米

イ
セ
ヒ
カ
リ
の
苗
を
田
植
え

　

那
須
烏
山
農
村
都
市
交
流
促
進
協
議

会（
島
崎
健
一
会
長
）に
よ
る「
世
界
に
ひ

と
つ
だ
け
の
お
酒
づ
く
り
体
験
」が
５

月
20
日
㈯
、大
木
須
の「
ホ
タ
ル
の
里
の

古
民
家
お
お
ぎ
す
」で
開
か
れ
、県
内
外

か
ら
家
族
連
れ
な
ど
約
80
人
が
訪
れ
ま

し
た
。

　

都
市
交
流
事
業
と
し
て
始
ま
っ
た

こ
の
酒
づ
く
り
体
験
も
今
年
で
７
回 

目
。酒
造
り
の
工
程
を
す
べ
て
手
作
業

で
行
う
の
が
魅
力
で
、米
作
り
か
ら
稲

刈
り
、酒
の
仕
込
み
、手
す
き
和
紙
に

よ
る
ラ
ベ
ル
づ
く
り
な
ど
農
村
体
験
を

し
な
が
ら
農
村
と
都
市
の
交
流
を
促
進

し
、特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。自
分
だ
け
の
酒
が

つ
く
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、参
加

者
の
３
分
の
１
が
リ
ピ
ー
タ
ー
だ
と
い

い
ま
す
。

　

初
回
と
な
っ
た
当
日
は
、酒
米「
五
百 

万
石
」の
田
植
え
や
、陶
芸
家
の
向
山
文

也
さ
ん
を
講
師
と
し
た
手
び
ね
り
陶
芸

に
よ
る「
マ
イ
猪ち

ょ
こ口
づ
く
り
」と「
絵
付

け
マ
イ
皿
づ
く
り
」の
体
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
昼
食
に
は
、大
木
須
里
山
を

愛
す
る
会
に
よ
り
、地
元
の
野
菜
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
た
手
料
理
が
提
供
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、９
月
に
稲
刈
り
と
和
紙
の

ラ
ベ
ル
作
成
、11
月
に
酒
の
仕
込
み
な

　

志
鳥
の
滝
口
良
一
さ
ん
の
水
田
で
、

５
月
16
日
㈫
、神
社
本
庁
の
本ほ

ん
そ
う宗「
伊
勢

神
宮
」に
献
穀
す
る
米
の
苗
が
、県
青
年

神
職
む
す
び
会（
福
田
有
宏
会
長
）と
県
神

社
庁
教
化
委
員
会（
小
幡
正
之
委
員
長
）の

メ
ン
バ
ー
約
25
人
に
よ
り
植
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
水
田
に
献
穀
米
の
苗
が
植
え
ら

れ
る
の
は
、今
年
で
16
回
目
。
県
内
で

は
唯
一
の
取
り
組
み
で
す
。

　

伊
勢
神
宮
で
は｢
イ
セ
ヒ
カ
リ｣

と
い

う
品
種
の
米
を
、神
に
捧
げ
る
米
と
し

て
い
ま
す
。
当
日
は
、こ
の
イ
セ
ヒ
カ

リ
の
苗
を
約
２
ア
ー
ル
の
水
田
に
植
え
、

五
穀
豊
穣じ

ょ
うを
願
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬

頃
に
収
穫
が
行
わ
れ
、そ
の
半
分
が
伊

勢
神
宮
に
献
穀
さ
れ
ま
す
。

ど
を
行
い
、12
月
下
旬
に
は
、世
界
に
ひ

と
つ
だ
け
の
酒
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

イ
セ
ヒ
カ
リ
を
植
え
る
メ
ン
バ
ー
。

五百万石の苗を植える参加者。

花立峠憩いの森公園。

小木須・宝蔵寺。

つつじ まんかい

　４月下旬から５月初旬ゴールデンウィーク頃にかけて市内
の「つつじ」が満開となり、市内のつつじスポットでは花見に
来た大勢の観光客でにぎわいました。

つつじが咲く烏山線沿線。
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チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト「
桜
ま
つ
り
」

97
組
が
歌
や
舞
踊
を
ス
テ
ー
ジ
で
披
露

定
休
日
に
衣
装
店
を
無
料
開
放 

地
域
住
民
の
拠
り
所
に

　

那
須
烏
山
市
歌
謡
協
会（
高
田
悦

男
会
長
）に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ

ベ
ン
ト「
桜
ま
つ
り
」が
、４
月
23

日
㈰
、大
金
温
泉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、今
年
で
25

年
目
と
な
る
恒
例
行
事
。
毎
年

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
し
て
年

に
２
回
行
わ
れ
、こ
れ
ま
で
37
回

　

上
境
の「
ま
ち
い
衣
装
店
」で
は
、

地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
定
休
日
の
火
曜
日

に
無
料
で
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
、同
衣
装
店
の
店

主
・
町
井
和
夫
さ
ん
が
、「
気
軽
に
集

ま
れ
る
場
所
が
ほ
し
い
」と
い
う
地

域
住
民
の
声
を
耳
に
し
た
こ
と
か

ら
、な
に
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

と
計
画
。今
年
５
月
か
ら
始
ま
り
、

１
年
間
継
続
す
る
予
定
で
す
。

　

利
用
者
は
ク
チ
コ
ミ
で
広
が
り

つ
つ
あ
り
、毎
回
10
人
ほ
ど
が
訪

れ
て
い
ま
す
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
だ
け
で
な
く
、カ
ラ
オ
ケ

が
で
き
る
の
も
魅
力
の
一
つ
。利
用

者
か
ら
は「
週
一
回
で
も
楽
し
み
が

あ
る
と
元
気
が
出
る
」と
好
評
を
博

し
て
い
ま
す
。

　

発
起
人
で
あ
る
町
井
さ
ん
は
、「
地

域
の
人
の
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
れ

ば
」と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

開
放
日
時
は
、毎
週
火
曜
日
の
午
後

１
時
～
５
時
。利
用
す
る
際
は
、事
前

の
連
絡
が
必
要
で
す
。ま
ち
い
衣
装
店

☎
０
２
８
７

―

84

―

０
６
４
１
。

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
地
域
の
皆
さ
ん
。

の
イ
ベ
ン
ト
募
金
活
動
で
合
計

１
２
９
万
７
４
３
円
を
地
域
の
福

祉
に
役
立
て
よ
う
と
寄
付
し
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、97
組
の
１
０
０
人
を

超
え
る
参
加
者
が
歌
や
舞
踊
な
ど

練
習
の
成
果
を
披
露
し
た
ほ
か
、

友
情
出
演
と
し
て
市
内
で
活
動
す

る
芸
能
団
体「
紗
喜
千
代
会
」や
キ

ン
グ
レ
コ
ー
ド
所
属
の
増
子

せ
い
子
さ
ん
な
ど
地
域
で
活

躍
す
る
歌
手
が
登
場
し
、会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

高
田
会
長
は
、「
社
会
福
祉

の
た
め
に
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、こ
れ

か
ら
も
人
と
人
が
支
え
合
う

ま
ち
に
し
た
い
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
集
ま
っ
た
収
益
金
の

う
ち
３
万
円
は
、社
会
福
祉

協
会
に
寄
附
さ
れ
、福
祉
の

場
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

上下：日頃の練習の成
果を披露する参加者。

横
枕
ど
ろ
リ
ン
ピ
ッ
ク

水
田
で
熱
い
戦
い
繰
り
広
げ
る
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横
枕
青
年
団（
生
魚
貴
宏
団
長
）
に

よ
る「
横
枕
ど
ろ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」が
、

４
月
30
日
㈰
、
横
枕
公
民
館
付
近

の
水
田
で
開
か
れ
、県
内
外
か
ら
約

５
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
５
回
目
と
な
っ
た
ど
ろ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
、「
田
ん
ぼ
で
宝
さ
が
し
」

の
ほ
か
、メ
イ
ン
と
な
る「
自
転
車
一

本
橋
渡
り
」で
は
小
学
生
の
部
を
新

設
。ま
た
、新
た
な
競
技
と
し
て「
だ

る
ま
さ
ん
が
転
ん
だ
」が
登
場
し
、３

種
目
７
部
門
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

泥
に
ま
み
れ
な
が
ら
も
懸
命
に
競

技
に
取
り
組
む
参
加
者
に
、周
り
か

ら
は
大
き
な
声
援
が
届
け
ら
れ
、水

田
に
は
大
勢
の
人
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。ま
た
、よ
し
も
と
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

所
属
の「
Ｇ
Ｏ
！
皆
川
」、「
ヨ
ッ
シ
ャ

比
留
間
」も
参
加
し
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
市
か
ら
３
家
族
12
人
で
参

加
し
た
と
い
う
安
納
未
幸
さ
ん
は
、

「
い
つ
も
は
子
ど
も
た
ち
に
服
を
汚

さ
な
い
よ
う
に
遊
ば
せ
て
い
た
け
ど
、

今
日
は
泥
だ
ら
け
に
な
る
ま
で
楽
し

め
て
大
人
も
子
ど
も
も
満
足
」と
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
22
日
㈯
、大
木
須
の「
ほ
た
る

の
里
の
古
民
家
お
お
ぎ
す
」の
敷
地

内
に
設
置
し
た
野
外
特
設
ス
テ
ー
ジ

で「
第
２
回
世
界
民
族
音
楽
交
流
祭

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）」が
開
か
れ
、市

内
外
か
ら
訪
れ
た
約
１
５
０
人
の
観

客
が
様
々
な
世
界
の
音
楽
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

当
日
は
、那
須
烏
山
ふ
る
さ
と
太

鼓
保
存
会
の
太
鼓
の
演
奏
と
、開
催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い

た
烏
山
高
校
郷
土
芸
能
研
究
会
に
よ

る
お
囃
子
の
演
奏
で
イ
ベ
ン
ト
が
ス

タ
ー
ト
。
そ
の
後
、市
内
外
で
活
動

す
る
演
奏
家
た
ち
９
団
体
が「
フ
ォ

ル
ク
ロ
ー
レ
」、「
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
」、

「
ジ
ャ
ズ
」と
い
っ
た
世
界
各
国
の

民
族
音
楽
を
披
露
。自
然
い
っ
ぱ

い
の
里
山
に
美
し
い
音
色
が
響
き

渡
り
、観
客
た
ち
は
優
雅
な
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

上
：
新
競
技
の
だ
る
ま
さ
ん
が
転
ん
だ
／
下
：
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
自
転
車
一
般
橋
渡
り
。

大
木
須
の
里
山
で

音
楽
イ
ベ
ン
ト
♬

世
界
民
族
音
楽
交
流
祭オープニングで行われた太鼓の演奏。

陽気な音楽に合わせて踊るフラダンス。100作品が並ぶ山野草展。

いきがい山野草教室

山野草100作品を展示
　いきがい山野草教室（伊藤金一代表）による山野
草展が、５月13日㈯、14日㈰に南那須公民館で
開かれました。
　山野草とは、野外に自生する観賞価値のあ
る草本のことで、同教室では現在10人のメン
バーで、寄せ植え会や勉強会を月２回開き、
日々、山野草について学んでいます。昨年か
らは、作品の発表の場として、山野草展を開き、
今回で２回目となりました。

展示会には、メンバーの作品約100点が展
示され、多くの地域住民でにぎわいました。
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赤
ち
ゃ
ん
名 

（
保　

護　

者
）
住 

所

佐　

藤　
　
　

鈴り
ん (

潤
一
・
英
美
）中
央
２
丁
目

羽　

石　

琴こ
と　

華か (

極
斗
・
京
子
）向　
　

田 

各　

和　

由ゆ　

彩い (

芳
幸
・
理
恵
）上　
　

境 

中　

山　

最も

あ愛
花な (
規
行
・
え
み
）小　
　

倉

平　

松　

愛あ
い　

菜な (
俊
秀
・BUI THI BAN

）小　
　

倉

平　

山　

未み　

来く (
孝
洋
・
妙
子
）小　
　

塙 

小　

池　

結ゆ　

彩あ (

将
且
・
好
美
）福　
　

岡 

吉　

岡　
　
　

恵
め
ぐ
む (

直
裕
・
美
穂
）福　
　

岡

齋　

藤　

律り
つ　

歌か (

健
太
・
瞳
）三　
　

箇

●
平
成
29
年
度
第
14
回
全
国
小
学
生
学
年
別

柔
道
大
会 

塩
那
支
部
予
選
会（
４
月
２
日
㈰
、

く
ろ
い
そ
運
動
場
武
道
館
）

［
５
年
生
女
子
重
量
級
］▽
準
優
勝
：
髙
野
由

奈（
習
励
館
柔
道
教
室
）

●
第
12
回
那
須
烏
山
市
弓
道
大
会（
４
月
29
日

㈯
、烏
山
弓
道
場
）

［
近
的
生
徒
の
部
］▽
優
勝
：
市
川
絢
菜（
烏
山

高
校
）　

▽
準
優
勝
：
秋
山
優
佳（
烏
山
高
校
）

▽
第
３
位
：
本
間
真
宙（
烏
山
高
校
）

［
一
般
女
子
の
部
］▽
優
勝
：
益
子
愛
理（
初
音
）　

▽
準
優
勝
：
川
島
こ
ず
え（
中
山
）

［
一
般
男
子
の
部
］▽
優
勝
：
松
田
猛（
鴻
野
山
）　

▽
準
優
勝
：
雫
由
起
男（
南
大
和
久
）

［
余
興
大
的
乱
点
］▽
優
勝
：
松
田
猛（
鴻
野
山
）　

▽
第
３
位
：
本
間
真
宙（
烏
山
高
校
）

●
第
36
回
栃
木
県
空
手
道
少
年
錬
成
大
会 

兼 

第
17
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手

権
大
会
県
予
選
会 

第
６
回
関
東
少
年
少
女

空
手
道
選
手
権
大
会
県
予
選
会（
５
月
３
日
㈬
、

小
山
市
県
南
体
育
館
）

［
小
学
４
年
生
女
子
組
手
］▽
準
優
勝
：
大
輪

莉
央
奈（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

［
小
学
２
年
生
女
子
組
手
］▽
準
優
勝
：
荒
井

萌
維（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

［
小
学
５
年
生
女
子
組
手
］▽
準
優
勝
：
五
十

嵐
未
来（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

●
第
48
回
栃
木
県
実
業
団
剣
道
大
会（
４
月
23

日
㈰
、宇
都
宮
市
河
内
体
育
館
）

［
ね
ん
り
ん
の
部
］▽
優
勝
：
黒
須
清（
田
野
倉
）

［
６
段
以
上
50
歳
以
上
の
部
］▽
準
優
勝
：
菊

池
義
夫（
小
倉
）

●
第
６
回
那
須
烏
山
署
長
杯
・
安
全
協
会
長

杯
Ｇ
・
Ｇ
大
会（
５
月
17
日
㈬
、緑
地
運
動
公
園
）

［
団
体
戦
］▽
優
勝
：
大
木
須　

▽
準
優
勝
：
蛇

姫
Ａ　

▽
第
３
位
：
滝
田
Ａ

［
個
人
戦
］▽
優
勝
：
大
貫
弘（
滝
田
）　

▽
準
優

勝
：
川
俣
行
夫（
中
央
１
丁
目
）　

▽
第
３
位
：
三

村
英
夫（
大
金
台
）

●
第
6
回
東
日
本
選
抜
古
希
軟
式
野
球
大
会

（
５
月
２
日
㈫
～
４
日
㈭
、緑
地
運
動
公
園
）

［
グ
ラ
ン
ド
古
希
の
部
］▽
準
優
勝
：
烏
山
ス

ネ
ー
ク
ス

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

・
高
橋
聡
様（
神
奈
川
県
横
浜
市
）、仲
谷
憲
様

（
大
阪
府
泉
佐
野
市
）か
ら
１
万
円
が
本
市
に
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

・
鈴
木
実
様（
神
奈
川
県
横
浜
市
）か
ら
３
万
円

が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

・
匿
名
希
望
者
様
16
人
か
ら
29
万
５
千
円
が

本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情
報

の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

〇
今
月
号
の
特
集
で
は
、「
考
え

よ
う
！
私
た
ち
の
公
共
施
設
」

を
テ
ー
マ
に
こ
れ
か
ら
の
公
共

施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
ま
す
。た
く
さ
ん
あ
っ

た
ら
便
利
で
い
い
な
～
と
思
う
反
面
、い

つ
か
は
や
っ
て
く
る
更
新
や
修
繕
時
期
を

考
え
る
と
、た
だ
増
や
す
だ
け
で
は
ダ
メ

な
ん
で
す
ね
。私
も
那
須
烏
山
市
の
公
共

施
設
の
現
状
や
課
題
を
知
っ
て
、改
め
て

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
だ
な
～
と

思
い
ま
し
た
。広
報
担
当
者
も
日
々
勉
強

な
の
で
す（
笑
）

〇
そ
し
て
、取
材
先
で
も
う
一
つ
勉
強
に

な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
…
！
子
ど
も
た
ち

の
農
業
体
験
の
取
材
に
行
っ
た
時
の
こ
と
。

い
つ
も
の
よ
う
に
写
真
を
撮
っ
て
い
る
私

に
、年
長
組
の
あ
る
女
の
子
が
一
言「
ま
っ

た
く
、写
真
ば
っ
か
り
撮
っ
て
」と
…
。

〇
そ
の
日
は
気
温
が
30
度
近
く
上
が
っ
た

夏
日
。子
ど
も
た
ち
は
汗
を
流
し
農
業
の

大
変
さ
を
味
わ
っ
て
い
る
中
、写
真
ば
か

り
撮
っ
て
い
た
私
は
彼
女
に
と
っ
て
サ
ボ

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
だ
ろ
う（
？
）

〇
で
も
本
業
は
…
。と
、言
い
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、体
験
取
材
？
も
大
切
だ
な
～

と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
で
し
た
。本
業
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
程
度
、体
を
張
っ
て

頑
張
り
ま
す
！

交通安全母の会
小学１年生に
交通安全人形を寄贈
　交通安全母の会（柳田京子会長）では、４
月22日㈮、烏山公民館で「交通安全人形」
を市教育委員会に寄贈しました。
　同会では、25年以上前から市内の新１
年生の交通安全を願って、交通安全人形
を手作りしています。中には、ランドセ
ルのポケットにお守りとして６年間大切
にしている児童もいるようです。
　今年は市教育委員会をとおして203
人の新１年生に向けて配布されました。

人形を手渡す柳田会長（右）。
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★一般図書★
『尖閣諸島と日中外交』　　　塩田　純
『０歳からのスキンケア』　　友利　新
『ゴキブリ退治に殺虫剤は使うな！』

大久保　柾幸
『絶対おいしいキャンプごはん』

ワタナベ　マキ
『四季の宿根草図鑑』　　　荻原　範雄
『生死を分ける、山の遭難回避術』　

羽根田　治
『まぬけなこよみ』　　　津村　記久子
『どんぶらこ』　　　いとう　せいこう
『ジュリエットのいない夜』鴻上　尚史
『団塊の後』　　　　　　　堺屋　太一
『万次郎茶屋』　　　　　中島　たい子
『ひとめぼれ』　　　　　　　畠中　恵
『あとは野となれ大和撫子』宮内　悠介

★児童図書★
『うわさの怪談怨』　　　　魔夜　妖一
『円周率の謎を追う』　　　　鳴海　風
『友だち関係』　　　　　　　藤　美沖
『転んでも、大丈夫』　　臼井　二美男
『はじめての水泳』　　　　阿部　高明
『チキン！』　　　　　　いとう　みく
『なにがあってもずっといっしょ』

くさの　たき
『ぼくたちのリアル』　　戸森　しるこ
『フラダン』　　　　　　　古内　一絵
『明日のひこうき雲』　　　八束　澄子
『にいちゃんのなみだスイッチ』いとう　みく
『ばあばは、だいじょうぶ』　楠　章子
『ゆうかんなねこ？くろすけ』　エド ヴィアー
『あかちゃんごおしゃべりずかん』　

かしわら　あきお

2017.5.1現在
（　）対前月比

人口 26,364（‒51）

世帯数 9,408

男 13,029
出生  9
転入  57

女 13,335
死亡  27
転出  90

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

俳
　
句　

	
	

齋
藤　

穂　

選

蒼
天
を
突
く
若
竹
の
こ
こ
ろ
ざ
し

伊
藤　

博
志（
田
野
倉
）

大
な
だ
れ
若
き
死
悼
み
黙
祷
す塩

坂
美
枝
子（
南
大
和
久
）

学
ラ
ン
の
山
路
の
ペ
ダ
ル
風
薫
る

高
徳　

美
井（
大　

金
）

山
間
に
意
気
揚
々
と
鯉
の
ぼ
り斎

藤　

誠
一（
大　

沢
）

川
　
柳
　　

	
	

篠
﨑　

酔
月　

選

身
を
清
め
心
を
洗
う
滝
の
音

五
月
女
佳
子（
谷
浅
見
）

鉢
植
え
か
庭
に
植
え
る
か
小
競
り
合
い

	

小
口　

格
男（
興　

野
）

福
袋
長
蛇
の
列
は
み
な
笑
顔

須
田　

孝
子（
城　

東
）

花
散
ら
す
無
情
の
雨
に
恨
み
歌

	

石
川
由
美
子（
興　

野
）

短
　
歌　

	

　

	

福
澤　

悦
子　

選

満
開
の
桜
の
下も

と

で
テ
ニ
ス
す
る
古
希
の
仲
間
が
頬
染

め
若
や
ぐ	

古
内　

晴
代（
金　

井
）

戦
時
中
烏
女
高
に
通
い
し
渡
し
船
の
船
場
を
下
野
橋

よ
り
見
下
ろ
す	

高
野　

久
子（
大　

桶
）

ご
先
祖
様
亡
き
夫
の
守
り
を
受
け
て
今
が
あ
る
と	

朝
に
晩
に
手
を
合
わ
せ
お
り	

吉
田
喜
枝
子（
興　

野
）

父
と
な
り
祖
父
と
な
り
た
る
今
も
恋
う
母
の
面
影
今

日
は
命
日	

矢
口　

玄
鳥（
大　

金
）

作品
募集

毎
月
10
日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
統
計
グ
ル
ー
プ�

（
〒
３
２
１
―
０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
出
場

　

広
報
な
す
か
ら
す
や
ま
平
成
28
年

11
月
号
の
表
紙
写
真
が
、県
の
審
査
を

経
て
平
成
29
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

へ
出
場
し
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
結
果

は
残
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

な
広
報
紙
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

まかせて安心!!
三井住友海上代理店
（有）しおや保険事務所
◇損害保険：GKくるま・自賠責・GKすまい・地震
◇生命保険：新総合収入保障・新医療保険・三大疾病
◆お問合せ�：〒321‒0526　那須烏山市田野倉３８３
 　 ☎︎0287‒88‒9870 
 FAX:0287‒88‒0234

市の人口
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烏
山
高
校
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
！
〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
⑮
〜

郷
土
芸
能
研
究
会

　

広
報「
な
す
か
ら
す
や
ま
」で
は
、烏
山
高
校
の
部
活
動
等

で
頑
張
る
生
徒
を
紹
介
し
ま
す
！

　

郷
土
芸
能
研
究
会
は
、ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
に
な
っ
た「
烏
山
の
山
あ
げ

行
事
」で
演
奏
さ
れ
る
お
囃は

や
し子
の
演
奏
者
の

育
成
を
目
指
す
た
め
、平
成
25
年
に
発
足
し

ま
し
た
。

　

現
在
、会
員
は
14
人
。毎
週
金
曜
日
の
放

課
後
に
下
境
小お

や
け宅
流
囃
子
方
保
存
会
の
皆

さ
ん
に「
太
鼓
」「
笛
」「
鐘
」の
指
導
を
受
け

な
が
ら
に
演
奏
の
腕
を
磨
い
て
い
ま
す
。高

校
の
文
化
祭
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、

山
あ
げ
や
他
地
域
の
祭
り
で
も
演
奏
を
任

さ
れ
活
躍
し
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、６
月
11
日
㈰
の
烏
山
高
校
吹
奏
楽

部「
第
８
回
定
期
演
奏
会
」に
も
出
演
し
ま
す
。

　お囃子をとおして地域
の人とふれあい、演奏の
感想を生で聞けることが
魅力。山あげを私たちの
お囃子でもっと盛り上
げ、多くの人に祭りやそ
れに関係する伝統芸能の
素晴らしさを伝えていき
たいです。

３年（金井１丁目）
会長�樋口紗莉奈さん

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
飛
び
交
う�

横
枕
・
大
木
須
の
里
山
里
川

　

那
珂
川
の
東
、横
枕
や
大
木
須
に

は
緑
あ
ふ
れ
る
谷
あ
い
の
里
山
里
川

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。小
木
須
川（
横

枕
）や
木
須
川（
大
木
須
）の
川
沿
い
に

は
荒
川
江
川
沿
い
の
な
だ
ら
か
な
丘

陵
地
と
は
異
な
る
風
情
豊
か
な
自
然

が
広
が
り
、ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
生
息

し
て
い
ま
す
。毎
年
ホ
タ
ル
祭
り
が

行
わ
れ
る
な
ど
、地
域
特
有
の
豊
か

な
自
然
を
生
か
し
た
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

那
珂
川
東
地
域
に
は
、沢
の
出
口
に

小
規
模
な
扇
状
地
が
あ
り
ま
す
。そ

こ
で
は“
水
は
け
が
良
い
”と
い

う
扇
状
地
の
特
性
を
生
か
し

て
、ソ
バ
の
栽
培
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。美
味
し
い
そ

ば
を
味
わ
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

地
形
地
質
を
生
か
し
て
発
展
し

て
き
た
営
み
の
歴
史
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
っ
ぱ
り
し
た
も
の
が
欲
し

く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
。美

味
し
い
そ
ば
と
綺
麗
な
ホ
タ
ル

で
、涼
を
と
り
に
足
を
延
ば
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 ❷

～
見
ど
こ
ろ
紹
介
～

今回の
見どころ！


